
令和８年度 東通村防災訓練

  東通村では、毎年９ １ の「防災の日」に合わせ、防災訓練を行っています。

　今年の訓練は、昨年５月に誕生した「入口・稲崎・東栄地区 主防災組織」の共催のもとに実施しま

した。訓練当日は、３地区の住民､計51人が参加し、災害時の初動対応等を確認しました。

もしも今日、大
災害が起こっ

たら？

災災害害

青森県東方沖を震源とする地震が発生し、東通村で震度７を観測。

その後、大津波警報が発表され、家屋の倒壊や広範囲にわたる停電等の

被害が発生したとの想定で、訓練を行いました。

訓練
想定

　 津波の浸水時間までに津波一次避難場所へ避難した後、指定避難所「かしわの館」（入口地区）まで

の経路や、避難に要する時間等を確認しました。

　 訓練参加者は、避難開始の合図とともに、それぞれの自宅や職場から最寄りの高台へ避難し、その

後「かしわの館」へ移動して、避難者の受付を行いました。

　東通村では、自主防災組織を立ち上げた地域への支援として、避難所レイアウトの作成業務を行って

います。

　参加者は、避難所レイアウトに基づき、被災地支援等を行う、一般社団法人男女共同参画地域みらい

ねっとの小山内 世喜子 代表理事から、アドバイスをもらいながら、簡易テントや段ボールベッドの組

み立てを実践しました。組み立てた段ボールベッドに実際に横になってみると「固い。これで３日以上

寝るのは大変だ」や「意外と組み立てが簡単だった」等の声が聞かれました。
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避難所運営訓練避難所運営訓練

　今年度、東通村では、防災資機材を新たに整備し、令和８年度東通村防

災訓練で、資機材を紹介しました。

　国の補助金「地域未来交付金」を活用し、災害時の救援物資の運搬や、

近年の猛暑に対応した避難所運営等に活用するため、中型トラックや気

化熱冷風機等を整備しました。

　また、６月30日に、株式会社しむら様（川崎 雅代 代表取締役社長）か

ら、圧縮衣類やネックウォーマー等の防災資機材、計８００セットを寄贈い

ただきました。

　寄贈に感謝するとともに、これらの資機材を活用し、引き続き防災・減

災対策に取り組んでまいります。

訓練を終えて

　避難所運営には、住民の皆さんの協力が大事です。災害がなければいいのです

が、日本の各地で、地震や集中豪雨による河川の氾濫等が起こっています。

　自分の身は自分で守ること「自助」を大事に、地区の皆さんには、日頃から備え

てほしいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

入口・稲崎・東栄地区自主防災組織

会長・畑中 由彦 さん（入口）

備えて安心、防災資機材

炊飯器が使えないときのごはんの焚き方

【用意するもの】

　・無洗米

　・飲料水

　・米炊き袋(なければ耐熱用ポリ袋)

　・鍋（煮炊き用）

【工程】

　①米炊き袋に、無洗米１合に対し、飲料水２００ｍｌを入れる。

　②空気を抜き、水が入らないように密閉する。輪ゴムで縛るのも良いです◎

　③沸騰した鍋に、米炊き袋を入れ強火で３０分煮る。

　☆ごはんが焚けたら、鍋から米炊き袋を取り出して、できあがり！

災害への備えとして、飲料水や食品を備蓄しておくことが重要です。

火が使えない場合等に備え、カンタンに食べられる非常食を、各家庭で準備しておきましょう。

防災資機材は、ホームセンター等で購入できます。

　 防災訓練では、停電時を想定した炊き出し訓練を行い、災害救助用包装食（米炊き袋）を用いた

“ごはんの炊き方”について学びました。

　また、当日の炊き出し訓練では、入口老友会の皆さんが、カレーを用意してくださいました。

３０分

整備した気化熱冷風機

寄贈された防災資機材

いつ起こるか分からないのが災害です。

　　　　今日、起きるかもしれません。　　　　 日頃の備えを皆さん、見直してみましょう。

いつ起こるか分からないのが災害です。

　　　　今日、起きるかもしれません。日頃の備えを皆さん、見直してみましょう。
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